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はじめに

　島根県西部に位置する江の川のアユの漁獲量は，

下流域にあたる江川漁協分だけでも最盛期（昭和

49年）には500トンあったが，平成22年にはつい

に10トンにまで減少した．また，平成21年の流下

仔魚量は4億 4千万尾と，調査データのある昭和

62年～平成 11年の平均約 10億尾の 3分の 1まで

落ち込み，江の川のアユ資源は危機的な状態にある

といえる．従って，一刻も早くアユ資源の回復を図

る必要がある．しかしながら，江の川は島根県・広

島県の2県に跨ることに加え，複数の漁協が存在す

る．また，複数のダムによって河川が分断された状

況にあることから，流域全体で統一的な対策を早急

に講じることは難しい．そこで，島根県では江の川

流域の各漁協に対し，再生産が確実な浜原ダムより

下流域においてアユ資源を増やす取り組みを提案し

ている．こうした取り組みを進めるうえでは客観的

な増殖目標を設定し，それを各漁協が共通の認識と

して持ち，達成状況を確認しながら取り組むことが

効果的である．そこで，この取り組みを進めるうえ

での増殖目標となる浜原ダムより下流域のアユ漁場

の適正収容量を検討した．
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Ⅰ.　水面面積調査

資料と方法

　水面面積の測定は江の川本川の浜原ダム（邑智郡

美郷町）から松川橋（江津市松川町）の間で実施し

た（図1）．調査区間別の実施日は以下のとおりで

あった．

調査区間①：浜原ダム～明塚放水口：2010年 4月

26日

調査区間②：明塚放水口～濁川合流点：2010年 4

月 26日・4月 28日

調査区間③：濁川合流点～八戸川合流点：2010年 6

月 25日・2011年 3月 7日

調査区間④八戸川合流点～松川橋：2010年6月25日・

2011年 3月 7日

　上記の調査範囲を踏査し，表1に従って河床型

（早瀬・平瀬・淵・トロA・トロB）の区分を行った．

さらに，区分された河床型ごとに航空写真上で地図

情報処理ソフト「地図太郎」（東京カートグラフィッ

ク株式会社製）の測量機能を用いて水面面積を求め

た．

結果と考察

　水面面積　河床型別の水面面積とその構成比を表

2に整理した．江の川の浜原ダム下流の本川のアユ

漁場の水面面積は約361万 m2であった．1969年に

行われた同様の調査では，水面面積は377万 m2 1)

と算定されており，1969年から現在まで大きな変

化はないと言える．
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　河床型の構成　河床型別の構成（図2）を見ると，

瀬（早瀬および平瀬）の割合は，浜原ダムから濁川

の間がおよそ25％程度と少なく，トロが全体の70%

以上を占めた．一方，濁川合流点から下流では，平

瀬の割合が増加し，特に八戸川合流点から松川橋の

間では平瀬が50％近くを占めた．

　流速がないためにアユの生息には適していないト

ロBの割合は，浜原ダムから明塚放水口の間で著し

く高く，全体の50％以上を占めた．この区間は浜

原ダムに貯水された水が明塚発電所の放水口までバ

イパスされるために流量が少ない．そのため，本来

はトロA（アユの生息に好適）であった部分が，ト

ロBに変化したと判断される．

　河川の状態　1970年頃の江の川本川の水は，生

物学的な水質判定で「きわめて清らか」と判定され

ていたが，2) 近年は平水時でも恒常的に微弱な濁り

があり（図3の左上；潜水しての透明度は1.5-2m

程度），河床には泥分の沈着が多い．

　河床は，ダムにより土砂供給が減少しているため

にアーマー化が進み（図3の左下），大規模な出水

がない限り河床材料が動くことはないと考えられ

た．実際，瀬では河床に大型糸状緑藻や苔類（スギ

ゴケの仲間）の繁茂が目立ち始めており（図3の右

上下），河床がほとんど動かなくなっていることを

裏付けている．苔類はもとより糸状緑藻もアユの餌

とはならないため，3) こうした石が多い場所はアユ

に忌避される．これらの植物の繁茂は，実質的には

アユの生息場を縮小させていると考えられる．
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Ⅱ.　アユの適正収容量の検討

資料と方法

　ここでは，上記の水面面積に「適正と思われるア

ユの収容密度」を乗じて，適正収容量を試算する．

なお，本資料で用いる「適正収容量」は環境収容力

から求めたものではなく，各地の河川で潜水観察や

サンプリングを行ってきた結果7)をベースにして，

江の川のアユの収容密度を検討し，それをもとに算

定した値である．

　河床型ごとの収容密度（表3）は，潜水観察を含

む現地踏査によって把握した底石の大きさ，藻類の

生産性，水通し等の条件を考慮して決定した．上記

のとおり，現在の河川環境はダムの影響などが顕在

化して，かなり悪化している．このことを考慮して

収容密度は低めに見積もった．また，標準的な収容

密度の他に型重視，数重視（サイズは小型化）の計

3つのケースを設けた．なお，適正収容量は6月 1

日の解禁時点を想定している．

　さらに，参考として河川の環境が良く，アユの年

間漁獲量（島根県分）が 200-500t 程度であった

1970年代4)を想定した収容密度（表4）を用いた適

正収容量の試算も行った．この収容密度は江の川本

来の生産力に近いと考えている．なお，ここで言う

「河川の環境が良い」とは，生物学的な水質判定で「き

わめて清らか」2) であることを指す．
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結果と考察

　適正収容量　現在の河川環境下における区域別の

河床型別の適正収容量を計算し付表1(1)～ (5)に，

1970年代を想定した適正収容量の計算結果を付表

2(1)～ (5)に示した．さらに区域別の集計結果を

表5および表6に示した．

　現在の河川環境下における浜原ダムから下流の江

の川本川のアユの収容数は，標準的な場合で約239

万尾（167t）と試算された（表5，図4）．また，型

を重視した場合の収容量は176万尾（159t），数重

視の場合は422万尾（211t）と算定された．

　これに対して，河川環境が良好であった1970年

代を想定した適正収容量は，標準的な場合で約450

万尾（315t）と現状の2倍程度に試算された（表6，

図4）．

　区間別の収容量の多寡（収容力）を比較するため

に，収容数を標準的としたケースでの平均密度を求

めた（表5，図5）．浜原ダムから明塚放水口の間で

の平均密度は0.46尾 /㎡と，他の区間の0.66-0.85

尾 /㎡と比べると低かった．この区間は減水区間

であるためアユの生息に適さないトロBの比率が

53％と高く（図2），このことが収容力を下げた要

因となっている．

　種苗放流で河川を適正に利用するための「基準密度」

は，0.3～0.7尾/㎡（解禁時）と言われている．5,6)

　これと比較すると，今回算定された江の川の密度

は概ね「基準密度」を満足している．しかし，サイ

ズがばらつく天然遡上主体の河川では1尾 /㎡が普

通であると言われており，7) 江の川の場合も天然遡

上が主体であることを考えるとやや少なめの密度と

判断される．
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　漁獲量の期待値　得られた適正収容量に漁獲率を

乗じて，さらに漁期を通じての漁獲時のアユの平均

重量を乗じて，標準的な漁獲期待量を算定すると，

それぞれ以下のようになる．なお，アユの漁獲率は

河川によって幅が大きいが，平均的には漁獲率は

50-60％8)といわれているので，1970 年代は 60％，

現在を50％とした．現在の漁獲率が低いのは，釣

り人や組合員の減少を考慮したためである．また，

漁獲時のアユの平均重量は70gとして計算した．

現在の河川環境下：239万尾×0.5× 70g＝ 84 t

1970年頃の河川環境下：450万尾×0.6×70g＝189t

　1970 年代の江の川のアユの漁獲量（島根県分）
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は200-500tで，平均的には350t程度である．4)今回

の試算の対象区域は支流も含めた島根県分の江の川

のおよそ1/2程度であるので（図1），按分すると

1970年代に今回の試算の対象区域で平均的に漁獲

されていたアユの量はおよそ175tとなり，今回の

期待値の推定と概ね一致する．

　一方，現在の河川環境下における漁獲期待値84t

は，2000年以降の漁獲量が数t～ 70ｔ（平均：36

± 25トン）である現状4)と比べると大きな値となっ

た．この理由ははっきりしないが，村山4)は冷水病

などで河川内での生残率が低下した場合に，漁獲努

力量を禁漁期の拡大，漁法規制などによって低下さ

せないと，不漁年が頻発するようになることを指摘

している．現在の江の川は著しい不漁が続いている

にもかかわらず，6月 1日の解禁日から網が解禁に

なるなど漁獲規制はほとんど行われておらず，村山

の指摘どおりになっている可能性が高い．

　適正収容量を維持するための再生産サイクルの検

討　江の川の解禁時（6月 1日）に適正収容量を確

保するためには，前年の秋にどの程度の数の親魚が

必要となるかを試算した（表7）．なお，表7では

浜原ダムから下流の本川全域に天然遡上が到達し，

かつ，浜原ダムから上流には遡上しない，つまり，

魚道の機能制限により，一定期間遡上させない方策

をとると仮定したケースで計算した．

　試算に使用した係数のうち，回帰率1/1000は海

の条件が悪い場合を想定しており，実際にはもっ

と高い（1/500程度）ことも多いと考えられる．一

方，卵のふ化率60％は種苗生産の際の値がベース

になっている．産卵環境が悪い場合，例えば，河床

のアーマー化した場合，流下卵が増えるといったこ

とが生じるため，実際にはもっと悪くなる．そのた

め産卵条件が悪い年は産卵場造成などによって環境

の改良を行うことが求められる．さらに，メス1g

あたりの抱卵数も，産卵期に冷水病が発生した場合

は抱卵状態で斃死することがあるため，実際には

もっと少なくなることが考えられる．

　試算の結果，産卵期に必要な親魚数は24万尾（平

均体重を70gとすると約17t）と算定された．江の

川における近年のふ化仔魚量は3-4億尾程度9)であ

る．回帰率を1/1000とすると，種苗放流を行わな

いと仮定した場合の解禁時の資源量は18-24万尾と

なり，漁獲を全く行わないとしても親魚量が目標値

に対して不足することになる．このように危機的な

状況にあることを認識し，漁場管理にあたる必要が

ある．
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